
 

 

 

 

深谷はばたき特別支援学校 令和３年７月 No.０２  

 

特別支援教育コーディネーターとしてお受けする、いろいろな相談で話題になったことについて、一緒に考え

ていきましょう！ 

 

『集中』についての第２弾、『集中』に対する『環境』からのアプローチその２です。 

 

○『集中』って、どうしたらできるのでしょうか？ 

 

前回、『椅子の高さ』、『足裏を床に着ける習慣』に着目しました。 

今回は、『集中』するための『環境』つくりに有効な『グッズ』を紹介します。 

 

 椅子によっては、『そもそも高さを調整できない』ケースもあるかもしれません。 

また、『一番下まで下げたけど、まだ足裏が床につかない』ケースもありました。 

 

そこで、ひと手間かかるのですが、 

足裏が、床につくために足らない高さ分の『マット』を敷いて、調整してみてください。 

経験では、『お風呂マット』、特に『滑らないタイプ』のマットが良いと思います。 

ひと手間どころか、大変な手間になってしまうかもしれませんが、 

 

『足裏を床に着く』ことにより、 

『自分の姿勢を支える』ことができるようになり、 

『安定した姿勢が獲得』できるようになる。 

その結果、 

『集中』できる『環境』が出来上がるのだと思います。 

 

さらに、もう一つ。児童生徒用椅子の座面についてです。 

 

みなさんご存知のように、座面は、『木製』です。 

座るとわかるのですが、結構硬くて、長く座っているとお尻が痛くなります。 

 

『長く』といっても、10分～20分間というところです。 

ということは、1コマの授業の中で２，３回は、お尻が痛くなります。 

当然、『集中』を続けるのは、難しいですよね。 

 

そこで、『座布団』の活用をお勧めします。 

２～３センチの厚みで、『真綿』の座布団がお勧めです。 

防災頭巾等の『化繊』の座布団ですと、座布団の上でお尻が滑ってしまい、 

かえって、姿勢が不安定になってしまいます。 

 

前回の『椅子の高さ』、『足裏を床に着ける習慣』に加えて、 

『足裏用マット』、『真綿の座布団』を活用していただくと、 

『ぐー、ぺた、ぴん』がやりやすくなり、『集中』が『持続』しやすくなると思います。 

『集中』に対する『環境』からのアプローチその２でした。 

 

次回は、『集中』する椅子の『座り方』についてです。 


